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歳
入
は
、
自
主
財
源
の
町
税

が
前
年
と
比
べ
て
10
・
４
％
増

で
２
千
２
９
９
万
６
千
円
の
増

額
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
三
位
一
体
改
革
に

よ
る
税
源
移
譲
に
伴
う
住
民
税

税
率
の
改
正
に
よ
る
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
分
、
平
成
18

年
度
に
歳
入
の
あ
っ
た
所
得
譲

与
税
２
千
４
６
７
万
円
が
交
付

さ
れ
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

課
税
客
体
が
乏
し
い
当
町
に

と
っ
て
は
、
ま
す
ま
す
自
主
財

源
の
確
保
が
重
要
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

地
方
交
付
税
は
、
０
・
５
％

増
で
６
０
０
万
円
の
増
額
と
な

り
ま
し
た
。

そ
の
他
の
歳
入
と
し
て
は
、

起
債
の
発
行
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
度
の
一
般
会
計
予

算
は
、
最
終
的
に
１
億
６
千
５

１
０
万
円
の
財
源
不
足
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
財
政
調

整
基
金
を
始
め
と
す
る
基
金
か

ら
の
取
り
崩
し
で
対
処
し
ま
し

た
。
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��������
福祉や教育､ 土木など一般

的な事業に使われる予算のこ
と

�	
�����
特定の事業ごとに分けたほ

うが効率的なものを､ 一般会
計から切り離して経理する予
算のこと

�������
町税や使用料､ 手数料など

町が自主的に収納できるお金
のこと

�������
地方交付税など国や県から

交付されたり､ 町債のように
借り入れるお金のこと
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町民税､ 固定資産税､ 軽自
動車税､ たばこ税など
�
��
一般会計と特別会計､ 基金
などの会計間の現金移動のこ
と
��������
法令や契約に基づいて､ 町
に支払ってもらうお金のこと
���������
町営住宅などの使用料や証
明書などの交付に掛かる手数
料のこと
������
全国の市町村が同じ水準の
行政を進められるよう国から
交付されるお金のこと
���
町が事業を行うために国や
銀行から借り入れるお金のこ
と
����� �
国や県が特定の事務､ 事業
に対し交付する負担金や補助
金のこと

昨
年
に
続
く
超
緊
縮
財
政
の

中
で
、
住
民
の
福
祉
、
健
康
や

所
得
向
上
に
つ
な
が
る
事
業
を

配
慮
し
ま
し
た
。

新
規
事
業
と
し
て
、
情
報
通

信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
事
業
１

千
８
３
８
万
円
、
継
続
事
業
と

し
て
融
雪
溝
新
設
事
業
７
千
７

２
４
万
円
、
浄
化
槽
設
置
整
備

事
業
補
助
金
と
し
て
８
３
０
万

円
を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
し
ま
し
た
。

一
部
事
務
組
合
関
係
で
は
、

青
森
広
域
事
務
組
合
に
清
掃
費

負
担
金
１
億
１
７
９
万
円
、
斎

場
費
負
担
金
３
千
84
万
円
、
広

域
消
防
事
務
組
合
に
１
億
４
千

４
３
０
万
円
の
負
担
金
を
計
上

し
ま
し
た
。

ま
た
、
後
期
高
齢
者
医
療
対

策
事
業
と
し
て
、
７
１
７
万
円

を
計
上
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
事
務
事
業
の
見
直

し
に
よ
り
各
施
設
の
運
営
費
は
、

極
力
経
費
を
削
減
し
、
必
要
最

小
限
の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。
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(単位：万円)

会 計 名 当初予算額 増減率 (％)
(対前年度比)

一 般 会 計 ��億�千���万円 △�.�％

特

別

会

計

国民健康保険特別会計 (事業勘定) �億�千���万円 ��.�％
国民健康保険特別会計 (診療施設勘定) �億�千���万円 �.�％
老人保健特別会計 �億�千���万円 △�.�％
介護保険特別会計 (保険事業勘定) 	億�千

�万円 	.
％
介護保険特別会計 (介護サービス事業勘定) �千
�	万円 △��.
％
簡易水道事業特別会計 �億	千���万円 △
.�％

合 計 
�億�千���万円 △	.�％
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平
成
19
年
度
予
算
は
、
今
後
更
に
医
療
費
の

増
大
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
医
療
費
の
支
払
い

を
ど
れ
だ
け
抑
制
で
き
る
か
が
検
討
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。
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前
年
度
比
較
６
・
８
％
増
額

平
成
19
年
度
今
別
診
療
所
の
歳
入
歳
出
の
総

額
は
、
１
億
７
千
８
９
１
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

�
�

�
�

�
�

平
成
19
年
度
今
別
診
療
所
の
歳
入
歳
出
の
総

額
は
、
１
億
７
千
８
９
１
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
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介
護
給
付
費

３
億
３
千
３
百
20
万

地
域
支
援
事
業
費

３
百
50
万

介
護
保
険
事
業
は
、
介
護
保
険
加
入
者(

原

則
と
し
て
40
歳
以
上
の
全
国
民)

の
保
険
料
と

国
・
県
・
町
の
負
担
金
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
、
町
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

が
開
設
さ
れ
ま
す
。
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

の
設
置
目
的
は
、
①
総
合
性
：
高
齢
者
の
多
様

な
ニ
ー
ズ
や
相
談
を
総
合
的
に
受
け
止
め
、
尊

厳
あ
る
生
活
の
継
続
の
た
め
に
必
要
な
支
援
に

つ
な
ぐ
こ
と
。
②
包
括
性
…
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
の
み
な
ら
ず
、
地
域
の
保
険
・
福
祉
・
医
療

サ
ー
ビ
ス
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
支
え
合
い

な
ど
の
多
様
な
社
会
資
源
を
有
機
的
に
結
び
つ

け
る
こ
と
。
③
継
続
性
…
高
齢
者
の
心
身
の
状

態
の
変
化
に
応
じ
て
、
生
活
の
質
が
低
下
し
な

い
よ
う
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
的
に
提
供
す

る
こ
と
。

こ
の
よ
う
に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、

｢

地
域
住
民
の
心
身
の
健
康
の
保
持
及
び
生
活

の
安
定
の
た
め
に
必
要
な
援
助
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
保
険
医
療
の
向
上
及
び
福
祉
の
増

進
を
包
括
的
に
支
援
す
る
こ
と｣

を
目
的
と
し

て
設
置
さ
れ
る
、
い
わ
ば

｢

地
域
包
括
ケ
ア｣

の
中
核
機
関
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
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サ
ー
ビ
ス
事
業
に
９
千
４
百
万

サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、
平
成
19
年
４
月
１
日
か

ら
民
間
移
管
に
伴
い

｢

居
宅
介
護
支
援
事
業｣

が
町
直
営
の
事
業
で
す
。
ま
た
、
同
じ
く
４
月

１
日
か
ら
事
業
を
開
始
す
る

｢

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
管
理｣

に
５
百
70
万
円
を
計
上
し
ま

し
た
。

�
�
�

�
�

�

平
成
19
年
度
予
算
は
、
総
額
１
億
３
千
６
８

７
万
円
で
、
前
年
度
に
比
較
し
て
４
・
８
％
の

減
少
と
な
り
、
約
66
％
が
老
朽
管
布
設
工
事
の

た
め
の
公
債
費
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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○自然に恵まれた快適で
生活環境が整ったまち

・融雪溝整備事業 (継続事業)
７, ７２４万円

・巡回バス運行事業 ９４０万円
・新幹線対策事業 １５６万円

○基幹産業の確立と
創意工夫性に富むまち

・漁港整備事業負担金 １, ０００万円
直接支払事業交付金 ３４５万円
・中山間地域等
・町観光協会支援事業 １２３万円

○人間性豊かな教育・文化水準の高いまち

・小・中学校パソコン設置事業 ８４５万円
・外国語助手受入事業 ４３８万円

○健やかで生きがいのあるまち

・保健対策事業 １, ７７１万円
・浄化槽設置整備事業 ８３０万円
・後期高齢者医療対策事業 ７１７万円

○心ふれあう連帯感あふれるまち

・情報通信ネットワーク整備事業
１, ８３８万円

・地域インターネット事業 １, ８２０万円
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平
成
27
年
度
末
開
業
予
定
の
北

海
道
新
幹
線
仮
称

｢

奥
津
軽
駅｣

の
効
果
的
な
振
興
対
策
を
検
討
す

る
た
め
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
状
況
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

町
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
昨

年
度
、
議
会
内
に
設
置
さ
れ
た

｢

北
海
道
新
幹
線
開
業
促
進
特
別

委
員
会｣

と
職
員
で
構
成
さ
れ
て

い
る｢
新
幹
線
対
策
研
究
チ
ー
ム｣

が
連
携
し
、
勉
強
会
や
研
修
な
ど

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
新
幹
線
対
策
を
担

当
す
る
部
門
が
新
設
さ
れ
ま
し
た

が
、
振
興
対
策
を
講
ず
る
た
め
の
、

た
た
き
台
と
な
る

｢

北
海
道
新
幹

線
・
仮
称
奥
津
軽
駅
振
興
計
画
調

査
報
告
書｣

を
基
本
に
検
討
・
実

施
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
商
工
会
で
は

｢

新
幹
線

奥
津
軽
駅
開
業
に
伴
う
商
品
開
発
・

地
域
セ

ミ
ナ
ー｣

の
開
催

や
黎
明

懇
話
会
に
よ
る

｢

猪
肉
を
使
っ
た

弁
当｣

の
試
作
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。広

域
で
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

青
森
県
新
幹
線
・
交
通
政
策
課
が

主
と
な
り
、｢

北
海
道
新
幹
線
・

仮
称
奥
津
軽
駅
開
業
を
地
域
振
興

の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
少
な
い
投

資
で
最
大
限
の
開
業
効
果
を
得
る

た
め
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
把
握
や

二
次
交
通
な
ど
必
要
な
調
査
を
進

め
な
が
ら
、
関
係
市
町
村
と
県
が

適
切
な
役
割
分
担
の
も
と
に
、
一

体
と
な
り
検
討
す
る｣

た
め
の
勉

強
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

新
青
森
駅
開
業
を
含
め
、
各
市

町
村
で
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
か
。
奥
津
軽
駅
ま
で

の
交
通
ア
ク
セ
ス
の
問
題
点
や
、

各
市
町
村
の
観
光
の
目
玉
と
な
る

も
の
な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま

し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
勉
強
会
を
開

催
し
、
津
軽
半
島
一
体
の
振
興
対

策
を
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中｢

今
別
ら
し
い｣

町
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、

皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
そ
し

て
、
意
気
込
み
が
何
よ
り
大
切
と

考
え
お
り
ま
す
の
で
、
意
見
を
た

ま
わ
り
な
が
ら
、
近
隣
市
町
村
と

の
連
帯
も
強
化
し
推
進
す
る
こ
と

に
し
て
お
り
ま
す
。
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任期満了に伴なう今別町農業委員会委員選挙が３月25日､ 町内４ヶ所の投票所で行われ即日開票
されました｡
今回は､ 第366回臨時議会において可決された定数条例改正後､ 初めての選挙となり新しく６人
の委員が選出されました｡ (任期平成19年３月31日～平成22年３月30日)
選挙結果は次のとおりです｡

①氏名 ②地区名 ③当選回数
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こ
の
ほ
ど
開
発
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
赤

十
字
奉
仕
団
団
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。研

修
会
に
は
、
町
赤
十
字
奉
仕
団
員
な
ど

約
50
名
が
参
加
し
、
日
赤
青
森
県
支
部
の
職

員
に
よ
る
炊
き
出
し
訓
練
や
家
庭
介
護
方
法

な
ど
に
つ
い
て
、
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

炊
き
出
し
訓
練
で
は
、
災
害
救
護
用
包
装

食
と
し
て
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
使
用
し
て
約
一

合
の
ご
飯
作
り
を
体
験
し
な
が
ら
、
試
食
し

出
来
具
合
を
確
か
め
た
り
、
災
害
時
に
被
災

し
た
体
の
不
自
由
な
方
な
ど
を
想
定
し
、
二

人
一
組
で
実
際
に
被
災
者
を
移
動
さ
せ
る
技

術
な
ど
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

参
加
者
は

｢

い
つ
何
処
で
災
害
が
起
き
る

か
も
し
れ
な
い
。
い
つ
で
も
協
力
で
き
る
よ

う
に
技
術
を
学
び
た
い｣

と
、
介
護
方
法
や

被
災
者
の
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
真
剣
に
学
ん

で
い
ま
し
た
。
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こ
の
ほ
ど
町
立
体
育
館
に
お
い
て
、
荒

馬
っ
子
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

今
別
町
家
庭
教
育
推
進
協
議
会
が
主
催

と
な
り

｢

父
親
の
家
庭
教
育
へ
の
参
加
を

考
え
る
集
い｣

を
テ
ー
マ
に
参
加
し
ま
し

た
。約

１
１
０
人
の
親
子
は
、
４
人
１
チ
ー

ム
が
、
ブ
ラ
ッ
ク
、
グ
レ
ー
、
ピ
ン
ク
の

３
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
大
き
な
ボ
ー
ル
を

持
ち
な
が
ら
、
大
き
な
声
で

｢

オ
ム
ニ
キ

ン｣

の
次
に
自
分
た
ち
の
チ
ー
ム
カ
ラ
ー

以
外
の
カ
ラ
ー
を
叫
ぶ
と
、
指
名
さ
れ
た

カ
ラ
ー
チ
ー
ム
は
床
に
落
と
さ
な
い
よ
う

に
ボ
ー
ル
を
掴
む
。
落
と
し
て
し
ま
う
と

他
の
チ
ー
ム
に
点
数
が
入
り
、
時
間
内
で

多
く
点
数
が
入
っ
た
チ
ー
ム
が
勝
ち
と
な

る
簡
単
そ
う
に
見
え
て
、
実
際
は
結
構
難

し
く
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
必
要
な｢

キ
ン
ボ
ー

ル｣

に
参
加
し
た
親
子
は
楽
し
み
な
が
ら

絆
を
深
め
て
い
ま
し
た
。
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町
教
育
委
員
会
主
催
の
荒
馬
っ
子

ス
ク
ー
ル｢

粘
土
細
工
づ
く
り
教
室｣

が
、
３
月
10
日
中
央
公
民
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

粘
土
細
工
づ
く
り
を
通
じ
て
、
自

ら
学
ぶ
こ
と
や
想
像
す
る
こ
と
、
学

ぼ
う
と
す
る
心
を
育
て
る
こ
と
を
目

的
に
行
わ
れ
た
教
室
は
、
大
馬
和
枝

氏
を
講
師
に
世
界
で
一
つ
し
か
な
い

自
分
の
作
品
づ
く
り
に
、
子
ど
も
達

は
楽
し
み
な
が
ら
挑
戦
し
て
い
ま
し

た
。
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総務課総務 総括主幹 総務課総務主幹 田 中 とし子
総務課総務 総括主幹 総務課総務主幹 藤 田 聡
総務課総務 主幹 なかやま荘寮母 吉 田 やさ子
総務課総務 主幹 総務課税務主幹 佐 渡 慶 剛
総務課総務 主任 総務課総務主査 太 田 和 泉
総務課企画 次長 議会事務局局長 綿 谷 広 巳
総務課企画 総括主幹 産業建設課産業主幹 中 道 時 男 ������

総務課企画 総括主幹 総務課総務主幹 平 山 茂 樹
総務課企画 総括主幹 総務課企画主幹 唐 川 裕 子
総務課企画 主幹 なかやま荘寮母 阿 部 たく子 ������

総務課企画 技能員 ホームヘルパーステーションホームヘルパー主任 田 中 譲 ������

総務課企画 主任 総務課企画主査 平 山 寛 哉
総務課税務 主幹 なかやま荘寮母 藤 巻 いつ子
総務課税務 主幹 町民福祉課町民主幹 小 鹿 輝 美
総務課新幹線対策 次長 総務課企画次長 太 田 平 次
総務課新幹線対策 総括主幹 総務課企画総括主幹 田 中 祥 一
総務課運転管理 次長 総務課総務総括主幹 工 藤 義 男
総務課運転管理 総括主幹 教育課総括主幹 田 中 清 隆
総務課運転管理 主幹 産業建設課建設主幹 明 田 一 夫
総務課運転管理 主幹 デイサービスセンターひより主幹 太 田 政 彦
総務課運転管理 主幹 総務課総務主幹 高 木 専九郎
町民福祉課町民 総括主幹 町民福祉課福祉主幹 相 内 三枝子
町民福祉課町民 主幹 水道課主幹 小 鹿 康 弘
町民福祉課町民 主幹 総務課企画主幹 嶋 中 拓 実
町民福祉課福祉 総括主幹 在宅介護支援センターソーシャルワーカー 島 中 陽 子
町民福祉課福祉 主幹 なかやま荘栄養士 太 田 清 子
産業建設課産業 総括主幹 産業建設課産業主幹 斉 藤 始
産業建設課産業 主幹 農業委員会事務局主幹 菊 山 憲 雄
産業建設課産業 主幹 総務課企画主幹 神 寿 徳 ����������

産業建設課産業 主幹 総務課税務主幹 小 鹿 勝 仁
産業建設課産業 技能員 なかやま荘調理員 高 橋 峰 子 � !����

産業建設課建設 次長 産業建設課建設次長 木 津 一 男 "#���

産業建設課建設 次監 産業建設課建設次監 太 田 幸 則 "#���

産業建設課建設 主幹 産業建設課建設主幹 島 中 一 "#���

産業建設課建設 主幹 産業建設課建設主幹 小 鹿 隆 史 "#���

水道課 総括主幹 産業建設課産業総括主幹 田 中 滝 雄
出納室 会計管理者 出納室室長 佐々木 哲 郎 $���

出納室 次長 教育課次長 戸 嶋 志 郎
包括支援センター 所長 デイサービスセンターひより所長 吹 田 良 樹 %&'()*������

包括支援センター 総括主幹 デイサービスセンターひより総括主幹 工 藤 明 美 %&'()*������

包括支援センター 主幹 在宅介護支援センターケアマネージャー 五十嵐 妙 子 %&'()*������

包括支援センター 准看護師 デイサービスセンターひより看護師 中 嶋 直 美 %&'()*������

今別診療所 総括主幹 今別診療所主幹 南 ひとみ
今別診療所 准看護師 なかやま荘准看護師 本 郷 由美子
+�,-./012345 678�9:����;<=>?� @ A B C

+�,-./012345 DEFGH>I� J K L #

+�,-./012345 DEFGHM�NO� P Q R

+�,-./012345 DEFGHSTUV(W X @ Y Z

+�,-./012345 DEFGH[\ ] � ^_Z

�`����
議会事務局 事務局長 なかやま荘園長 田 子 博 文 ab�����cd�T

�ef���
教育課 次監 出納室次監 本 郷 光 成
教育課 総括主幹 教育課主幹 綿 谷 優 子
教育課 主幹 なかやま荘寮母 阿 部 純 子
教育課 主幹 今別中学校主幹 菊 池 まゆみ
教育課 主幹 町民福祉課町民主幹 川 村 一 樹
今別小学校 技能員 なかやま荘寮母 小 鹿 京 子
今別中学校 技能員 なかやま荘寮母 小 林 喜江子
学校給食センター 調理員 なかやま荘主任寮母 嶋 中 由加子
学校給食センター 調理員 なかやま荘寮母 本 郷 とし子
学校給食センター 調理員 今別小学校主幹 関 恵 子
学校給食センター 調理員 なかやま荘寮母 嶋 中 杉 子

�g �hijklmnop
総務課参事 嶋 中 元 定年退職
総務課企画次監 野土谷 勝 則 定年退職
今別診療所准看護師 相 内 き よ 勧奨退職
なかやま荘ケアマネジャー 宮 越 八千子 整理退職
なかやま荘寮母 相 内 みや子 整理退職
教育委員会教育課主幹 嶋 中 大 普通退職
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高齢者が住み慣れた地域で自立して生活を継続できるようにするため､ 社会福祉士､ 保健師､
主任ケアマネジャー等を中心に､ 介護・保健・医療・福祉など様々な面から､ 地域の関係機関と
連携を図り､ 総合的に支援する機関です｡
本町では､ 今までの在宅介護支援センターと同じく､ 社会福祉法人双樹苑 ｢ひより｣ 内に設置
しました｡
kl_`mn
・高齢者や家族を対象とする様々な相談
・介護予防サービス計画作成及び事業者との調整
・高齢者の虐待防止のための相談や権利擁護
・地域のケアマネジャーの指導や支援､ 地域の
ネットワークづくり
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全
国
で
も
数
少
な
い
町
直
営
老
人

福
祉
施
設

｢

な
か
や
ま
荘｣

が
昭
和

56
年
６
月
に
開
設
以
来
、
26
年
の
長

き
に
渡
り
、
地
域
の
老
人
福
祉
施
設

と
し
て
運
営
し
て
き
ま
し
た
が
、
公

共
施
設
の
民
営
化
が
進
む
な
か
、
こ

の
度
、
町
内
有
志
の
賛
同
を
得
な
が

ら

｢

社
会
福
祉
法
人
・
双
樹
苑｣

２

月
20
日
認
可
設
立
し
、
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
な
か
や
ま
荘
・
デ
ィ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ひ
よ
り
の
施
設
運
営

を
４
月
１
日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。高

齢
者
に
と
っ
て
介
護
が
必
要
に

な
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た
家
庭
や
地

域
で
生
活
を
送
り
た
い
と
願
う
こ
と

は
当
然
の
こ
と
で
あ
り
ま
す
が
、
高

齢
者
が
高
齢
者
を
介
護
す
る
状
況
が

増
え
て
い
る
中
で
、
老
人
福
祉
施
設

も
多
様
化
し
て
お
り
、
従
来
の
介
護

重
点
か
ら
生
き
る
こ
と
の
喜
び
、
老

人
ら
し
さ
を
重
点
と
し
た
施
設
介
護

運
営
が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
は
、
人
間
尊
重
を
主
体
に
高

齢
者
が
生
き
が
い
を
も
っ
て
生
活
し
、

安
心
し
て
老
後
が
送
れ
る
体
制
を
築

く
と
と
も
に
、
地
域
の
福
祉
施
設
と

し
て
明
る
い
雰
囲
気
の
中
で
、
地
域

や
家
庭
と
の
結
び
つ
き
を
重
視
し
た

運
営
を
心
が
け
て
行
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
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素
敵
な
笑
顔
は
健
康
の
バ
ロ
メ
ー

タ
で
す
。

お
年
寄
り
は
身
体
や
心
が
健
康
だ

か
ら
笑
顔
が
出
ま
す
。
私
た
ち
は
毎

日
そ
の
笑
顔
を
楽
し
み
に
働
い
て
い

ま
す
。

私
た
ち
自
身
も
生
活
や
健
康
に
気

を
つ
け
て
、
常
に
ベ
ス
ト
の
状
態
で

お
年
寄
り
に
笑
顔
で
接
し
、
す
べ
て

に
お
い
て
ゆ
と
り
が
持
て
る
よ
う
に

心
が
け
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
お
年
寄
り
の
ど
ん
な
小

さ
な
変
化
も
見
逃
さ
ず
、
細
や
か
な

観
察
と
心
配
り
に
よ
っ
て
、
身
体
の

異
常
を
言
葉
や
態
度
で
表
現
さ
れ
る

前
に
察
知
し
、
速
や
か
な
対
応
を
心

が
け
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
に
す

れ
ば
良
い
の
か
十
分
に
考
え
、
職
員

相
互
の
連
絡
を
密
に
し
、
積
極
的
な

行
動
力
で
頑
張
り
ま
す
。
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こ
の
度
、
社
会
福
祉
法
人
双
樹

苑
の
開
設
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、

町
当
局
や
地
域
福
祉
関
係
者
の
暖

か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
て
、
こ
こ
に
敬
意
と
感
謝

を
申
し
上
げ
ま
す
。

開
設
以
来
26
年
間
の
な
か
や
ま

荘
の
伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

民
間
と
し
て
の
新
し
い
視
点
で
の

老
人
福
祉
施
設
の
経
営
を
心
が
け

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ど
う
か
、

町
民
の
皆
様
方
の
ご
指
導
、
ご
支

援
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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緑
濃
き
ヒ
バ
の
林
は
百
年
の

嵐
凌
ぎ
て
人
の
世
に
恵
み
た
れ
つ

つ
山
深
く
静
も
り
立
て
り』
と
、

今
別
高
校
の
校
歌
に
歌
わ
れ
た
山

が
暗
く
な
る
ほ
ど
の
ヒ
バ
林
は
、

も
う
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で

し
ょ
う
か
。

｢

県
内
の
豊
富
な
ヒ
バ
の
蓄
積

を
、
天
然
更
新
に
よ
っ
て
恒
久
的

に
維
持
し
、
供
給
で
き
た
も
の
を｣

昭
和
40
年
代
を
頂
点
と
す
る
過
伐
、

増
材

(

年
間
50
万
�
以
上)

で

｢

む
ざ
む
ざ
失
っ
た
こ
と
は
残
念｣

で
仕
方
が
な
い
。
下
北
で
製
材
所

を
経
営
し
、
ヒ
バ
に
つ
い
て
の
綜

合
事
典
と
い
う
べ
き｢

ヒ
バ
物
語｣

(

平
成
８
年
刊)

を
書
い
た
内
山

康
夫
氏
は
嘆
き
ま
し
た
。
ヒ
バ
林

が
宝
の
山
で
あ
り
、
資
源
の
維
持

が
大
事
で
あ
る
こ
と
は
、
当
局
側

も
こ
れ
ま
で
繰
り
返
し
て
き
ま
し

た
。
た
と
え
ば
、
昭
和
29
年
に
は

｢

ヒ
バ
天
然
林
の
徹
底
的
保
育
に

万
全
を
期
し
、
林
力
の
増
強
を
図

る｣

と
し
ま
す
。(

今
別
営
林
署

管
内
概
要)

昭
和
59
年
の

｢

森
林

施
業
調
査
報
告
書｣

で
は

｢

ヒ
バ

天
然
林
施
業
に
つ
い
て
は
、
天
然

資
源
の
充
実
が
根
本
で
あ
り
、
施

業
方
法
の
基
準
が
整
え
ら
れ
た｣

(

青
森
営
林
局)

と
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
方
針
と
逆
に
増
伐
を
繰

り
返
し
た
結
果
の

｢

ヒ
バ
天
然
林

の
内
容
の
質
的
低
下｣

は
、
平
成

12
年
に
な
っ
て
青
森
分
局
計
画
課

の
通
達
に
示
さ
れ
ま
す
。｢

今
ま

で
同
様
に
伐
採
し
て
い
け
ば
、
収

穫
量
が
更
に
減
少
す
る
の
は
明
ら

か
で
あ
る
。
ど
う
す
れ
ば
ヒ
バ
天

然
林
の
質
を
高
め
、
永
続
的
に
木

材
生
産
が
可
能
な
森
に
で
き
る
の

か｣

。しか
し
、
こ
の
問
は
あ
ま
り
に

遅
す
ぎ
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
の

｢

ヒ
バ
天
然
林
の
取
り
扱
い

の
考
え
方｣

は
、
そ
れ
ま
で
の
〈

伐
採
に
よ
る
天
然
更
新
の
期
待
〉

か
ら
、〈
中
径
木

(

直
径
22
㎝
〜

50
㎝)

の
確
保
と
そ
の
生
育
に
重

点
を
お
く
択
伐
方
式
〉
に
変
わ
り

ま
す
。

骨
子
は
増
川
の
ヒ
バ
実
験
林
と

同
じ
①
資
源
の
循
環
利
用
②
枯
木

な
ど
の
順
次
伐
採
と
サ
サ
の
除
去

③
伐
採
跡
地
へ
の
実
生
苗
や
、
挿

し
木
の
植
栽
で
す
。

こ
う
し
た
〈
通
達
〉
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
ヒ
バ
の
天
然
の
所
在
が

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
な
ど
で
、
く
ま
な

く
探
し
出
さ
れ
、
伐
採
さ
れ
つ
づ

け
る
の
は
、
高
価
な
材
の
伐
採
で

収
入
を
あ
げ
る
の
が
、
依
然
と
し

て
林
野
庁
の
要
請
で
あ
る
か
ら
で

し
ょ
う
。(

平
成
９
年
林
野
庁
の

累
積
赤
字
、
３
兆
８
千
億
円
の
内

２
兆
８
千
億
円
は
一
般
会
計
よ
り

補
填
。
残
り
の
１
兆
円
は
自
助
努

力
で
返
済
す
る
と
し
た
が
、
現
在

の
借
金
は
１
兆
２
千
８
百
億
円
。

平
成
18
年
度
の
予
算
総
額
約
８
千

５
百
億
円
の
収
入
の
内
、
天
然
林

伐
採
で
得
ら
れ
る
収
入
は
百
億
円

を
見
込
ん
で
い
る)

木
曽
ヒ
ノ
キ
の
衰
退
、
秋
田
の

天
然
ス
ギ
の
消
滅
の
あ
と
で
青
森

ヒ
バ
が
狙
わ
れ
た
、
と
言
う
人
も

い
ま
す
。
百
億
円
の
収
入
を
稼
ぐ

た
め
に
、
日
本
中
の
天
然
林
が
荒

廃
す
る
の
は
あ
ま
り
に
大
き
な
損

失
で
す
。
択
伐
率
30
％
の
名
目
で

ヒ
バ
の
優
良
木
を
伐
っ
て
い
く
の

は
、
確
実
に
ヒ
バ
天
然
林
の
消
滅

に
向
う
道
で
す
。
内
山
氏
の
言
う

よ
う
に

｢

元
木
を
残
し
て
利
息
を

伐
る
の
で
な
け
れ
ば
、
ヒ
バ
林
は

な
く
た
っ
て
し
ま
う｣

で
し
ょ
う
。

澤田 瑞穂さん
(今別八幡宮宮司)
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我が国における急速な少子化の進行等を踏まえ､ 若い子育て世帯等の経済的負担の軽減を図る観点から､
３歳未満の乳幼児の養育者に対する児童手当の額を､ 第１子及び第２子について倍増し､ 出生順位にかか
わらず一律月１万円となりました｡
なお､ ３歳以上の児童の児童手当額､ 支給対象年齢及び所得制限限度額については現行どおりです｡
����������������� ��!"#

《現行》 《改正》
第１子､ 第２子 月額５千円 → 月額１万円 (倍増)
第３子以降 月額１万円 → 月額１万円 (現行どおり)
施行日：平成19年４月１日 (拡充後の最初の支給額 平成19年６月)
※今回の改正では､ 受給者から特段の手続きを行う必要はありません｡
なお､ 平成19年４月から３歳未満の児童手当等の額は一律月額１万円となりますが､ 三歳到達後の翌日
からは､ 第１子及び第２子の手当額は５千円となります｡

問い合わせ先 町民福祉課福祉担当 ３５－２００１

��������������� ��������������� ��������������������������������������������� ������������������������������ ������������������������������ ��������������� ���������������
��������������� 															 
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ＮＴＴ東日本青森支店では､ ４月中に順次､ 新

しい電話帳 (平成19年５月発行) を各ご家庭・事
務所へお届けします｡
その際､ 現在お使いの電話帳は､ 新しい電話帳

とお取替えいたしますので､ 配達員へお渡しくだ
さい｡
ＮＴＴでは､ 地球環境保護として､ 回収した古

電話帳から新しい電話帳を作る ｢電話帳循環型リ
サイクル｣ を行っています｡
なお､ ご不在時等で配達員に古い電話帳を渡せ

なかった場合は､ 後日改めて回収に伺いますので､
下記 ｢タウンページセンター｣ までご連絡下さい｡
お届けする電話帳の変更や配達冊数の変更につき
ましても､ タウンページセンターまでご連絡下さ
い｡
,-./012�3�4567��5
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平成19年度の毎月の国民年金保険料額は､
14,100円です｡
４月上旬に､ 平成19年度の国民年金保険料の納
付案内書が送付されます｡ 納付案内書には毎月分
の保険料の納付書のほかに､ 口座振替申出書や前
納用の納付書に添えて､ 金融機関や郵便局､ 各社
会保険事務所､ コンビニエンスストアで納めてい
ただきます｡ また､ 口座振替をご利用されると納
め忘れがなく便利で安心､ 確実です｡ 口座振替は
通常翌月末の引落としですが､ 早割制度 (当月末
引落とし) を利用すると月々50円割引になります｡
また､ 前納制度 (一定期間分の保険料を前もって
納める) はさらにお得で､ 口座振替での前納は現
金での前納よりも割引額が増えます｡
もし､ ４月中旬になっても納付案内書が届かな
い場合はお近くの社会保険事務所までお問い合わ
せください｡

������������

��������	�

私たちが毎日飲む水道水は､ 水道法で定めた水質基準に適合した ｢安全で美味しい水｣ でなければなり
ません｡
このため､ 安全性を確認するため水質検査は適正さが求められるため､ 平成15年９月に水道法施行規則
が一部改正され､ 水道事業者は毎年事業年度の開始前に水質検査計画を策定することが義務付けられまし
た｡
詳細については､ 産業建設課水道担当又は今別町ホームページをご覧下さい｡
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� � 平成19年４月28日 (土)
午前10時～午後３時

��� 中央公民館

����	
 � � ���
��������

��	
����������	����

������ !"#$%&'(�)

��������	
���

���������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
����������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

��������	�
���

����	
������

�� �
��

�
�

�	
� �

� �
��

���
� �

�����������
� � � ����
��
� �  !��"
��
# $ % &�"'
�(
) *+,�-"
��
� . /01���
��
2 3 4 5��6
78
9 : ; <��6
=>
�����?@A�BCD6�EFG


H I A6"J6��
� K LM�-���NO

P AM�LQ��NR

S 6MQT���NU

VWX AM'T-�NC

� Y�Z[D\

]^_`abcde

fegZhijklm

nopqrsoptu

vwxjybez {h

|}E~�|}���

n�ed���wxj

dybez

※
町
に
住
所
を
有
す
る
３
歳
以
下

(

平
成
15
年
４
月
２
日
誕
生

日
以
降)

の
子
ど
も
さ
ん
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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４月１日より海峡の家 ｢ほろづき｣､ ケビンハウスの営業が始まりました｡
海峡の家 ｢ほろづき｣ の料金を下記のとおり改正しましたので､ 多くの方のご利用ご宿泊をお待
ちしております｡

※営業期間は､ 海峡の家・ケビンハウスともに10月31日まで｡
予約及びお問い合わせ先

町体験交流センター 35－2091又は総務課企画担当 35－2001

��������	
������������
�����

��������	
�

�  ����
��	
�������

	
� 	
���

� �
� !"#�� $ % �"��� $ �"#�� $

&'( �"#�� $ % �"��� $ #�� $

���)
� *"#�� $ % �"��� $ !"#�� $

&'( !"#�� $ % �"��� $ �"#�� $

+,-,./01234��#��$	
���	
5�6738�9:;<�

=>,?#,?@A,34BC�5DE�FGAA$HI5JK9L<
=&'(��34MNO985JK9L<
=PQRSTUV�>1?PQRSWXYVZ[1

������������������ ������������������



���������	
�������

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																		

















������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������                  !!!!!!!!!!!!!!!!!!""""""""""""""""""##################$$$$$$$$$$$$$$$$$$%%%%%%%%%%%%%%%%%%&&&&&&&&&&&&&&&&&&''''''''''''''''''(((((((((((((((((())))))))))))))))))

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
	


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
 
!
"
#
"
$
�
%
&

�
�
�
'
"
(
)
*
+
,
�
"
-
.
/
0
1
2
�

�
3
�
4
5
6
%
7
�
*
8
9
/
:
5
;
<
=
>
?
&

@
�
�
A
B
�
+
C
D
E
C
D
�
F
G
H
�
I
�
J
K

*
L
E
M
N
-
O
P
�
Q
!
 
!
�
R
S
T
S
G
H
�

I
/
U
V
!
�
!
W
,
X
Y
�
�
�
Z
�
�
[
\
]
H

�
^
_
�
`
%
X
<
/
a
/
$
W
%
&
b
�
-
 
Y
�

`
!
�
c
d
e
"
f

Y
�
g
W
D
O
"
h
�
!
�
"
=
i
j
�
�
O
c
�

k
l
]
H
*
O
c
�
"
g
�
Y
/
m
\
�
n
o
!
�
c

p
X
�
q
G
H
�
r
*
s
�
t
u
v
�
w
/
 
 
2
x

S
�
�
y
z
�
m
\
{
*
|
}
M
�
!
W
"
�
E
p
/

�
~
�
W
"
,
X
]

E
�
�
�
�
�
�
1
p
=
�
�
O
�
/
�
�
�
�
X

d
�
�
�
�
,
�
"
=
d
�
�
�
p
X
2
%
=
�
�
+
�

�
�
�
�
e
�
O
�
�
�
�
 
�
D
p
W
%
&
�
�
�

2
�
�
�
O
Y
/
�
,
�
�
�
�
�
�
!
c
�
�
�
�

�
O
e
�
/
�
�
�
�
�
�
�
"
-
�
�
*
O
�
�
�

�
�
"
=
�
�
l
�
!
�
"
W
%
&

E
p
 
D
�
�
�
�
Y
�
�
 
�
X
D
�
�
�
/
�

�
 
�
�
"
X
d
5
�
N
�
 
�
¡
�
�
m
\
�
n
o

!
�
¢
e
"
&

�
£
�
�
�
�
�
"
,
¤
"
�
[
\
�
g
W
D
O
"

 
�
!
p
W
¥
�
*
�
[
\
�
¦
0
§
�
�
¨
©
ª
�

�
�
�
«
�
2
¬
�
�
d
�
�
�

®
�
=
¯
-
/
!

�
¢
e
"
&

�
�
�
«
�
2
¬
�
�
°
±
/
²
³
�
%
�

N
�
O
´
�
�
�
O
e
µ
E
�
[
\
*
¶
·
D
p
=
�

�
�
1
*
[
\
¸
¹
 
�
º
�
�
%
*
�
[
\
¸
¹
�

i
j
�
�
»
5
¼
5
½
!
c
¾
¿
"
!
W
%
&
§
R
À
Q

�
N
p
�
�
Á
Á
Á
µ
Â

�
Ã
Ä
Å
Æ

�
�

�
�

�
�
�

�
	



�

��� ��� ��� ���

����������	
����
��������	
���
���	���������������

��  ! ��������	
���������� " #

"� ""!

$% "$�

&' "&%

() "('

*+ "*)

,# ",+

-! ����������� "-# !"#$%&'()*+,-./0

.� 123�+45647 ".! 89� 

 /% $/� :;< =>?@ABCD

  ' 0�  %

 ") "'

 $+ $) EFGH 

 &# &+ IJK� 

 (! (# LJM� 

 *� *!

 ,% 12+45N4O!%)P' ,�

 -' -%

 .) .'

"/+  /) QRSTU��


